
赤阪正純 (httpソフinupri web fc2 com) απ+1=′αれ+g型 (5)

いま,数列{α″}の各項からαを引いたときに,公比夕の等比数列になったと仮定しよう このとき下の
ような状況になっています
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つまり,

漸化式αη+1=pαれ十σで定まる数列 {αη}の各項から,α を引くと,公比 夕の等比数列になる

ということは ,

漸化式απ+1=pακ tt σが,απ+1-α =p(απ―α)と 変形できる。

ということですつまり,ピ/2)・
A(ぴ 4く 同じtヽ■と、、うミセ■・す。

α″+1=pαπ+9 ←⇒  の+1~α =p(απ―α)

αη+1-α =p(αη―α)を変形すると,
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とならねばなりません つまり,

漸化式απ+1=pαπ tt gが αη+1~α =p(ακ―α)と 変形できるとき,
g=α ― pα をみたすαが存在する.

ということになります

さて,最後に登場した関係式 9=α ― pα をもう少し変形すると,
ス・ ィご・ あヾ・ りざす。

なので,これが漸化式α″+1=pら +9と 一致するためには,係数を比較して,

σ=α つ α ―  α=pα tt c←

となります つまり,

αを求めるための関係式α=pα tt gは ,も との漸化式αη+1=pα″十gにおいて,

%+1と απを共にαと置き換えた式に,偶然たまたま一致している. 1-や郷Lたか!|



赤阪正純 (httpンフinupri web fc2 com)             απ+1=pαη+σ 型 (6)

なんと驚くべきことに,「ズラす数」αは,漸化式αη+1=pαπ+9に おいてαη+1と αηを共にαと置
き換えた式α=pα +9を解けば求めることができるのです 何たる偶然,何たる奇跡 これが漸化式の
真髄

よつて,以上の流れをまとめると,
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最初に紹介した 2つの例の場合で確かめてみると,

1回 廼 l αl=3, αη+1=3απ-4    1

απ+1=3αη-4で ,αηとαπ+1を共にαと置き

換えた式 α=3α -4よ り,α =2 だから,数列
の各項から -2したのです
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漸化式 α″+1=pαπ+gで ,απとαπ+1を共にαと置き換えた式 α=pα tt gか ら
求められる数 αを用いれば,漸化式 αη+1=pαπ+gは ,αη+1-α =p(αη―α)と
変形することができる

このことはつまり,漸化式 α″+1=pα″+9で 定まる数列 {απ}の各項からαを引
くと,公比 少の等比数列になることを意味 している.
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囮 αl=1, αη+1=-2απ-3

απ+1=-2αη-3で ,α″とαη+1を 共にαと置
き換えた式α=-2α -3よ り,α =-1 だから,
数列の各項に一(-1)=+1し たのです
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確かに,αη+1=3α″-4は ,

αη+1-2=3(α″-2)

したがって,数列{%}

αη=3η
~1+2

と求められたのです

と変形できています (展開して確認しておこう)

このことは,数列 {%-2)が初項αl-2,公比
3の等比数列になっていることを意味しており,一

般項の公式より,

απ-2=(α l-2)3″ 1
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と変形できています (展開して確認 しておこう)

このことは,数列{απ+1}が初項αl+1,公比-2

の等比数列になっていることを意味しており,一般

項の公式より,

αη+1=(α l+1)(-2)η l

=(1+1)(-2)″ 1

三 2・ (-2)η
l=―
(-2)η

したがって,数列{απ}の一般項は, ナかつ伽派!|
%=― (2)π -1

と求められたのです
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